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Ⅰ　緒言

　国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育むことを目的とし2005年に食育基本法
1）が成立した。文部科学省によると2013年度では５歳児は約2.4％に肥満がみられ、10歳男子におい

ては約10％の出現率となっており、子どもの肥満が多いことがわかっている2）。これまで増加傾向に

あった肥満傾向児出現率は2006年度以降減少傾向を示していたが、2011度以降はほぼ横ばいに推移し

ている2）。食育基本法の制定により健康になるための食を考えるようになったためだと考える。小児

肥満は成人肥満をはじめとする生活習慣病を引き起こし、さらには短命へ移行すると考えられ、幼児

期からの食生活改善が必要となってきている。

　保育所・幼稚園における食育実践の報告件数は多くないが、2005年の食育基本法成立以前より食育

活動が報告され3～5）、かつ2005年以降も調査され報告されている6～19）。栄養士・管理栄養士の配置状

況についても、仙台市では2012年３月現在129か所の認可保育所・分園全ての施設に栄養士が１名以

上配置されているが20）、全国の保育所実態調査報告書21）によれば、栄養士・管理栄養士の配置は0.4

人と１名未満となっている。

　本研究では、青森県内の保育所・幼稚園における食育調査のための前段階として、全国の保育所・

幼稚園で行われた食育実践に関する調査報告から、食育実践内容、栄養士の配置状況、食育年間計画

の作成状況、食育実践担当者および問題点や課題について系統的に検討することを目的とした。
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Ⅱ　研究方法

　１．文献検索

　文献検索はデータベース・サービス NII 論文情報ナビゲータ「CiNii Articles」を使用し、“保育所

（園）　幼稚園　食育実践　栄養士”と関連するキーワードで検索した。さらにこれら文献に引用され

ている食育実態調査を行った文献を遡及的に検索し、タイトルおよび抄録から保育所・幼稚園におけ

る食育実践について論じられた文献を抽出した。また、Online でも“保育所　幼稚園　食育実践　

栄養士”と関連するキーワードで検索し、大学紀要や地方自治体から発表されている文献・データを

同様に抽出した。

　検索にヒットした文献のうち、日本国内の論文、調査対象が保育所または幼稚園であるものを選定

した。残った論文の全文を精読し内容を検討、18文献を対象とした。

Ⅲ　結果および考察

　１．文献の動向

　１）研究対象

　文献検討の結果、18件の文献が得られた。文献の内訳は、研究論文が12件、その他が６件であっ

た。対象は幼稚園が２件、保育所が８件、幼稚園と保育所を対象とした文献が８件であった。

　２）年次推移

　食育基本法が施行された2005年以降は15件あった。施行前に報告された食育実践は２件、調査年月

不明が１件であった。

　食育基本法施行前の食育実践報告は２件と少ないが、食育基本法が施行された2005年以降は15件で

あり、2008年以降では２～３本／年の割合で報告されている。食育基本法の施行により食育活動がよ

り実施されるようになったためと考える。このことは、食育活動を意識して行っているということを

示している。

　３）研究方法

　研究方法は質問紙法によるアンケート調査が18文献のうち15件、ワークシート方式が１件、調査方

法未記載が２件であった。アンケート調査は８割以上を占めていた。

　２．食育実践内容

　得られた大項目を【　】、中項目を〈　〉、小項目を（　）の記号で表した。

　食育実践内容が示された17文献を KJ 法により項目分けし、【食事環境】【食事のマナー】【知識】

【食文化】【飼育・栽培・収穫体験】の５つの大項目に分けた。さらに【食事環境】には〈食習慣〉・〈リ

ズム〉・〈共食〉・〈朝食〉・〈食べ方〉の５つの中項目を含め、さらに〈食べ方〉に（偏食）・（好き嫌い）・

（量）・（速度）・（遊び食べ）・（おやつ）・（むし歯）・（歯磨き）・（よく噛む）の９つの小項目を含めた。

【食事マナー】には、〈マナー・姿勢〉・〈手洗い・うがい〉・〈挨拶〉・〈食具の使い方〉・〈感謝の心〉・〈配

膳・下膳〉の６つの中項目を含めた。【知識】には、〈バランス〉・〈３色食品群〉・〈栄養素・働き〉・〈食

べ物の名前〉・〈薄味〉の５つの中項目を含め、【食文化】には、〈郷土料理・伝統食〉・〈行事食〉・〈地

産地消・特産品〉・〈調理体験〉・〈地域交流〉の５つの中項目を含めた。（表１）

　17文献のうち、半数以上行われている項目は【食事環境】の〈食べ方〉、【食事マナー】の〈マナー・
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姿勢〉、〈配膳・下膳〉、【知識】の〈バランス〉、【食文化】の〈郷土料理・伝統食〉、〈調理体験〉、【飼

育・栽培・収穫体験】の７項目であった。【飼育・栽培・収穫体験】においては、最も実施件数が多く、

15文献で食育実践活動に取り入れられていた。これは特殊な技術を必要とせず“家庭菜園の延長”の

ような形で実施できるためではないかと推測される。【食文化】の〈調理体験〉、【食事のマナー】の

〈マナー・姿勢〉、【食文化】の〈郷土料理・伝統食〉のうち、調理体験は子どもが興味を持ち参加で

きること、マナー・姿勢は食事を行う基本作法を学び、郷土料理・伝統食は居住地域の食を伝えるこ

とを目的としていると考えられる。【食事環境】の〈食べ方〉、【食事のマナー】の〈配膳・片づけ〉、

【知識】の〈バランス〉のうち、食べ方や配膳・片づけ、バランスについては、身につけてほしい知識、

マナーとして子どもたちに学んでほしい内容がテーマとして採用されているのではないか。

　３．栄養士の配置状況

　全国の保育所実態調査報告書22）によれば、栄養士・管理栄養士の配置は施設当たり0.4人、保育所

における食事の提供ガイドライン20）では、自園に栄養士が配置されている保育所は約2.8％との報告

があるが、対象文献10件中では、食育基本法が制定される以前は幼稚園が10～20％台、保育所が30～

90％台の配置率であった。食育基本法が制定された2005年以降では、幼稚園での配置率が20％台へ、

保育所での配置率が概ね半数以上に上がっていることがわかる。（表２）

　都道府県別に差異はあるものの、幼稚園より保育所の配置率が高いことが示された。保育所では

「施設内の調理室で職員が調理」が９割以上であり21）、2010年より満３歳以上児には、給食の外部搬

入方式が可能となったが、９割を超える保育所が「自園調理」によって食事を提供している21）。この

ことが保育所における栄養士の配置につながっていると考える。

　４．食育年間計画の作成状況

　幼稚園では低いところで18％、高いところでは54.3％で食育年間計画を作成、保育所では低くても

58.2％、高いところでは97.5％で食育年間計画を作成していた（表３）。

　栄養士配置状況と同様に、幼稚園より保育所において食育年間計画が作成されていることが示され

た。これは、保育所の栄養士配置状況の割合の高さによるものと考える。また、保育士養成課程の修

業科目には ｢子どもの食と栄養｣ があり、その内容は、子どもの心身の健康と食生活を学び、発達と

食生活についての知識を習得することとある23）｡ 幼稚園教諭や保育士資格取得を目指す学生が「子ど

もの食と栄養」を履修し食育について学ぶことにより、食育年間計画を立案し、実践する能力を養っ

ていることも食育年間計画作成状況に反映していると考えられる。また、2008年に改定された「保育

所保育指針」24）では、「第５章　健康及び安全」の中に「食育の推進」が項目としてあげられ、各保

育所は食育を保育の内容として位置付け、計画的に実践していくことが求められていることも要因の

ひとつとなっているのではないか。

　５．食育実践担当者

　幼稚園では平均して教師（＊・＊＊含む）80.8％、管理栄養士（栄養士）12.9％、養護教諭14.1％、調

理師・調理員4.2％、外部講師10.3％に対し、保育所では保育士78.1％、管理栄養士（栄養士）39.7％、

看護師13.9％、調理師・調理員46.4％、外部講師4.7％という平均結果であった（表４）。主にクラス

担任が食育実践担当者であることが示された。

　幼稚園、保育所を比較すると、幼稚園教諭と保育士の割合、養護教諭と看護師の割合が同程度であ
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ることが示されたが、管理栄養士（以下：栄養士）、調理師・調理員、外部講師の割合は保育所にお

いて比重が高いことが示された。幼稚園では栄養士の配置が少ないこと、調理師・調理員同様、調理

作業に携わることが多いためだと考えられる。西尾ら18）によると保育所における子どもの食につい

て、栄養士が保護者と保育者との連携を密にとってもらいたい。栄養士が母親と直接話し栄養指導も

しながら進めてほしいという三者の連携を希望する要望が報告されている。保育所において、自園調

理、外部委託、外部搬入など様々な食事提供の方法が存在する中、自園の保育理念や保育目標、保育

方針に基づいた食環境の充実や食育の目標に掲げる子ども像を目指した食育が行われているかが重要
20）とあるように、栄養士は保育所における給食提供とともに“食に関する指導全般”をも担っている。

　６．食育実施の問題点や課題

　得られた項目を【　】の記号で表した。

　食育を実践するうえでの問題点や課題は７文献で報告されており、KJ 法により項目分けをした。

【施設・設備】【予算・人材】【時間】【保護者との連携】【地域・団体との連携】【情報提供】【職員の

連携（研修・知識の共有）】【教材の貸し出し】【外部講師の紹介】【食育実践事例の提供】の10項目に

分類した結果、【保護者との連携】、【職員の連携（研修・知識の共有）】が７文献中５文献で問題点や

課題として報告されていた。

　７文献中６文献と調査対象のほとんどが【職員の連携（研修・知識の共有）】を問題点や課題とし

て挙げ、また、５文献で【保護者との連携】を挙げていた。クッキング講座などでは親子参加型が多

いこと、食教育が保育所・幼稚園だけの問題ではなく、家庭においての協力も必要であることから

【保護者との連携】が大切である。【保護者との連携】同様、【職員の連携（研修・知識の共有）】も重

要であり、栄養や食に関する内容の研修を行うことや、知識を職員間で共有するなどし、子どもと関

わる全職種での食育に対する意識を共通のものとすることが必要と考える。

Ⅴ　結論

　本研究は、保育所・幼稚園における食育実践の現状について初めて系統的レビューを行った報告で

ある。今回、2000年から2013年までの18文献についてまとめた。『食育実践内容』『栄養士の配置状

況』『食育年間計画の作成状況』『食育実践担当者』『食育実施の問題点や課題』について、子どもが

特殊な技術を必要とせず安全に興味を持ち参加できる【飼育・栽培・収穫体験】の実施が多いことが

確認された。食育基本法が制定された2005年以降に栄養士配置率が上がっていたため、食育の重要性

を感じている保育所・幼稚園が増えていることが示された。『食育年間計画の作成状況』は、幼稚園

より保育所において食育年間計画が作成されており、保育所での食育に対する取り組みがなされてい

ると認識した。『食育実践担当者』は、子どもとの関わりが一番多い担任教諭・保育士が担っている

ことを確認した。【職員の連携（研修・知識の共有）】や【保護者との連携】を『食育実施の問題点や

課題』として感じている保育所・幼稚園が多く、食育実践することの難しさが示唆された。子どもと

関わる全ての職員・保護者で意識を共通のものとすることが重要であることから、知識の伝達を行う

こと、また食育を実践するための提案を行っていくことを期待する。
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Ⅵ　おわりに

　本研究では全国で報告されている食育実践について系統的レビューを行った。しかし、本県におい

ての食育実践報告がなく、比較することはできなかった。本研究をふまえ、本県の保育所・幼稚園に

おける食育実践の実態を調査し検討していくことが今後の課題である。

表１　食育実践内容
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表２　栄養士の配置状況

表３　食育年間計画作成状況

表４　食育実践担当者
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表５　食育実践の問題点や課題
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